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１ はじめに

小林市は、平成 29年３月に、協働のまちづくりの推進等を基本理念

とした「第２次小林市総合計画」を策定しました。

この計画に基づき、教育委員会においても、この総合計画の個別計画

である「小林市教育基本方針」を策定し、本市の教育目標である「『学

びたい』『学ばせたい』気持ちを高める小林教育」の具現化に向けて取

り組んでいます。

この教育目標には、「学び」と「健康」を大切にしながら、小林市民

として豊かで創造的な生活を送ってほしいという願いが込められてお

り、その実現に向けて、就学前の子どもから青年・成人、高齢者を含め

た生涯学習社会に対応した「学びの継続性」と「豊かさ」の実現をめざ

すとともに、市民一人ひとりが「自立」「感謝」「貢献」という本市なら

ではの循環型の社会づくりの実現を図ってまいりました。

そこで、教育委員会の活動状況及び小林市教育基本方針並びに教育施

策に基づく各種事業について、教育委員会では、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）第 26 条第１項の規

定により、点検及び評価を行います。

なお、令和６年度事業における教育委員会が管理・執行する事務につ

いては、令和５年２月１日付文部科学省初等中等教育企画課事務連絡

「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について（周

知）」に基づき本市の行政評価を活用することとし、地教行法第26条第

2項の規定による学識経験を有する者の知見の活用については、教育委

員会の活動及び行政評価における基本施策について評価を実施してい

ただきました。

教育委員会が、地域の教育課題に応じた基本的な教育の方針を策定し、

これに即して実施した政策について、効果をしっかりと把握し、必要性、

効率性等の観点から自ら点検及び評価を行い、その結果を公表すること

は、政策立案を的確に行うとともに、市民に対する説明責任を果たす上

で重要であると考えています。

1



【地方教育行政の組織及び運営に関する法律】（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行

の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関

し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。
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２ 点検及び評価方法

① 点検及び評価の対象

教育委員会の活動状況のほか、小林市教育基本方針並びに教育

施策に基づく各種事業について、その事業の目的、概要等の成果

と課題を整理した内容を点検及び評価の対象としています。

② 点検及び評価の対象年度

令和６年度

③ 点検及び評価の方法

教育委員会の活動状況及び小林市教育基本方針並びに教育施策

に基づく各種事業について、事業の取組内容、成果、課題等の評

価を行います。

④ 学識経験者の知見の活用

地教行法第26条第２項の規定に基づき、

宮崎大学 教育学部長 戸ヶ﨑 泰子 氏 に講評を依頼します。
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大項目 １ 教育委員会の活動

中項目 小項目 点検 ・ 評価

（１）教育委員会の会議

の運営改善

①教育委員会の会議

の開催状況

教育委員会の会議は、地教行法及び小林市教育委員会会議規則に基づき、教育

長及び教育委員が教育に関する基本的な方針、規則等の制定や改正、教職員の人

事、教科書の採択等を審議した。

定例会については毎月１回、臨時会については、急を要する議案等が生じた場

合に開催した。

○ 開催回数

・定例会 12回

・臨時会 １回

○ 審議事項

・議決案件 55 件

・報告案件 33 件

今後も本市の教育推進のために計画的に会議を開催し、十分な議論及び検討

を行う。

②教育委員会の会議

の運営上の工夫

教育に関する報道などの情報を教育委員と共有することや議案を上程する前

の定例会で事前に説明することで、より深まりのある会議の運営に取り組んだ。

また、教育委員が意見交換を行いやすい雰囲気づくりに努めるとともに、教育

長が教育行政の状況について毎回報告し、教育委員との情報共有に努めるなど、

会議進行上の工夫を行った。

（２）教育委員会の会議

の公開

①教育委員会の会議

の傍聴者の状況

教育委員会会議の開催日はあらかじめ告示した。

また、会議の会場として須木地区及び野尻地区でも開催した。

市ホームページや市広報紙において会議について周知した。傍聴者はいなか

ったものの、市民に開かれた会議運営が出来ているものと考える。

今後も効果的な周知方法、開催会場や開催日時等について継続して検討する。

②会議録の公開、広

報・公聴活動の状

況

会議の概要について、市ホームページに掲載し周知を図った。今後も市ホーム

ページや市広報紙等を積極的に活用し、広報活動を行う。

今後は、社会教育委員をはじめ、スポーツ推進委員等の各種委員との意見交換

会や、教育委員による社会教育委員の会の傍聴など、それぞれの活動や取組につ

いて相互に情報を共有し連携を図る。
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（３）教育委員会と首長

との連携
①首長との意見交換

市長と教育委員による総合教育会議を開催し、今後の学校の在り方や放課後

を中心とした家庭教育の在り方、不登校対策について意見交換を行った。

また、教育委員会事業について、教育長は市長及び副市長との連絡調整を密に

行ったことで、新たな取組や予算面への反映などに務めた。

教育委員会が地域における教育の担い手としての責任を果たすため、今後も

関係部局との連携を図りながら、「協働のまちづくり」や「協働の学校づくり」

を一体となって推進する。

（４）教育委員会の自己

研鑽

①研修会への参加状

況

教育委員を対象とした研究大会・研修会に参加し、教育委員会及び教育委員活

動の職務遂行に必要な知識等を深めることができた。今後も積極的に研修会に

参加するとともに、近隣市町との合同研修会等の更なる充実を図る。

○ 研修会等

・７月 市町村教育委員会連合会総会（宮崎市）

・７月 西諸県市町教育委員会連合協議会研修会（小林市）

・10月 市町村教育委員会連合会研究大会（宮崎市）

（５）学校及び教育施設

に関すること

①学校訪問

教育委員の学校訪問は、児童生徒の学習環境や学校施設の現状、教職員の勤務

環境等の把握などを目的としている。

訪問当日は、学校長から学校の概要や課題、教育方針等についての説明や、教

職員との意見交換、授業参観を実施した。

また、学校訪問後は、教育委員会の会議で感想や課題を報告し、教育施策や予

算等に反映させることができた。

今後も学校現場の現状や課題等を把握するため、より効果的な学校訪問とな

るよう内容の見直しを検討する。

○ 訪問校

・７月 三松小学校、三松中学校 ・９月 須木小学校、須木中学校

・10月 東方小学校、幸ヶ丘小学校、細野小学校、東方中学校、細野中学校

・11月 野尻小学校、野尻中学校

②所管施設の訪問

学校訪問をすることで、学校施設の状況の把握に努めた。

その他の教育施設についても、令和９年度に県内で開催される国スポ・障スポ

の市内競技会場の視察を行った。

今後も、教育施設の適正な管理に必要な施策及び事業を推進するために、計画

的に学校訪問や現地視察を行う必要がある。
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大項目 ２ 教育委員会が管理・執行する事務

基本施策 方針

01 学校教育を充実します 01 就学前教育と学校教育の推進と充実

02 学力向上の推進

03 こころの教育の推進と充実

04 からだの教育の推進と充実

05 特別支援教育の推進と充実

06 新しい時代に対応した教育環境の整備と充実

07 キャリア教育の推進と充実

08 協働の学校づくりの推進と充実

09 学校教育施設の整備と充実

02 生涯学習を推進し、文化・芸術を振

興します

01 生涯学習の推進と地域の教育力の向上

02 豊かな感性を育む社会教育の推進

03 放課後子ども教室と学校支援の充実

04 読書活動の充実

05 市民の心を豊かにする文化・芸術の振興

06 郷土の誇る文化遺産の保護と活用の推進

07 社会教育施設の整備と充実

03 スポーツ・体づくりを推進します 01 生涯スポーツの推進

02 競技力の向上

03 スポーツ環境の整備と充実

04 食育の推進と充実
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令和 4年度 令和

授

 5年度 令和 6年度

業

令和 7年度 ────

を

目 標 値 計画 6 6 7

行

7
実績 8 9 9

った

指 標 名 むし

。

歯有病者率(単年度)

ス

単位 %
計画 57.20

ク

56.20 55.20

ー

54.20
目 標 値

ル

実績 54.10 54.

ソ

90 47.20

ーシ

指 標 名 単

ャ

位
計画

目 標 値
実績

ルワーカー

方　　針 05 特別支援

（

教育の推進と充実 方針

Ｓ

順位 －
一人一人のニー

Ｓ

ズに応じた特別支援教

Ｗ

育が行われている状態

）

目　　標

通常の学級又

や

は特別支援学級に在籍

ス

する特別な支援を必要

ク

とする児童生徒に対し

ー

、市独自の取組として

ル

、日常
生活動作の介助

カ

、学習活動上の介助及

ウ

び身体介助を行う特別

ン

支援教育支援員を27

セ

人配置するとともに、

ラ

多人数
実　　績

の特別

ー

支援学級に対し非常勤

（

講師を５人配置し、個

Ｓ

に応じた支援を実施し

Ｃ

た。

特別支援教育支援

）

員や非常勤講師を適正

、

に配置することで、個

ス

に応じた支援が実施で

ク

きた。
実績理由

就学相

ー

談会や学校ヒアリング

ル

等を通して、児童生徒

ア

一人一人の実態を的確

シ

に把握した上で、特別

ス

支援教育支援
今 後 

タ

の
員の適正な配置を行

ン

っていく。また、各学

ト

校内において、管理職

（

を含む教職員に、児童

Ｓ

生徒の特別支援に係る

Ａ

取組
情報提供や情報共

）

有を行うとともに、特

の

別支援教育支援員の研

配

修会を実施する。

置、

指

適

 標 名 単位
令和 4

応

年度 令和 5年度 令和

指

 6年度 令和 7年度

導

────
目 標 値 計

教

画
実績

実　

方

　績

指 標 名 単位
計

室

画
目 標 値

実績

の活用に

指 標

よ

 名 単位
計画

目 標 

っ

値
実績

て

　

問題を抱える児童生徒

　

への支援を行うことで

針

精神的な落ち着きが出

0

てきているが、登校状

3

況
の改善には至らず、

こ

新規を含む不登校児童

こ

生徒が増加した。

いじ

ろ

めは、丁寧に見届ける

の

対応をとっているため

教

年度を超えて解消する

育

場合がある。不登校は

の

、その理由や背
実績理

推

由
景が複合的で複雑化

進

しているため、改善ま

と

でに時間を要すことと

充

、新たな不登校児童生

実

徒が増加傾向にある。

方

各小中学校で道徳教育

針

や人権教育の充実を図

順

り、人権意識の高揚に

位

取り組む。不登校傾向

－

の初期段階でＳＳＷ
今

児

 後 の
・ＳＣ・支援

童

員との連携を図り、多

生

様化・複雑化している

徒

児童生徒の悩みや問題

の

に対応し、未然防止に

道

取り組
取組

む。不登校

徳

児童生徒が安心して学

性

習支援や相談支援を受

や

けられるよう、教育支

人

援センターの充実を図

権

る。

感覚

指 標 名 いじ

が

めの認知解消率(単年

高

度) 単位 %
令和 4年

ま

度 令和 5年度 令和 

り

6年度 令和 7年度 ─

、

───
目 標 値 計画

い

100 100 100 1

じ

00
実績 78.10 6

め

8.60 69.20

や不

指 標 

登

名 不登校率(単年度)

校

単位 %
計画 1.02 0

等

.99 0.96 0.9

、

3
目 標 値

実績 1.

児

61 1.88 2.34

童生

指 標

徒

 名 単位
計画

目 標 

が

値
実績

抱える問

方　　針 04

題

からだの教育の推進と

が

充実 方針順位 －
(１)

解

体力が向上した状態
(

消

２)健康な児童生徒が

し

育っている状態
目　　

た

標

各学校でスクールス

状

ポーツプランを作成し

態

、課題解消のための具

目

体的な実践に取り組ん

　

だ。学校保健安全法に

　

基づき、児童生徒の各

標

種健診を西諸医師会、

学

小林市歯科医師団の協

校

力を得て実施した。歯

に

科保健対策について
実

お

　　績
、市内小中学校

い

でフッ化物洗口を継続

て

して実施した。

スクー

道

ルスポーツプランに基

徳

づき、体育の授業でＩ

や

ＣＴを活用した指導内

学

容の工夫を行った。む

8



指

い
実　　績

て地域や産

導

業界の人材を活用した

が

学びを推進したことで

行

、地域社会や地元産業

わ

界の理解が深まった。

れ

市民アンケート（自由

て

記述）によると、教育

い

レベルの向上や学習支

る

援の充実、不登校児童

状

生徒への支援、学校
実

態

績理由
施設改修を含め

目

た学習環境の改善、多

　

様な教育機会の提供を

　

求める等、様々な意見

標

があった。
ＴＥＮＡＭ

市

Ｕビル内に設置する「

内

豊かな学び支援室」を

全

拠点に、地域と学校、

小

産業界の連携・協働し

・

た活動の
今 後 の

更

中

なる推進、不登校児童

学

生徒への支援や学習環

校

境の充実、教職員の学

で

びの機会提供を行い、

、

教育現場における
取組

タ

諸課題の解決を目指し

ブ

、教育環境の充実を図

レ

る。

ット

指 標 名 授業

型

に協力できる企業登録

パ

社数(累計) 単位 社
令

ソ

和 4年度 令和 5年

コ

度 令和 6年度 令和 

ン

7年度 ────
目 標

を

 値 計画 90 93 96

授

100
実績 103 11

業

4 129

で活

指 標 名 小林市の

用

小・中学校で「子ども

で

を学ばせたい」と感じ

き

る市民の割合(単年度

る

) 単位 %
計画 60 65

環

70 72
目 標 値

実

境

績 63 54.74 55

整

.50

備や

指 標 名 単位
計画

目

授

 標 値
実績

業等での

方　　針

積

08 協働の学校づくり

極

の推進と充実 方針順位

的

－
地域住民の学校への

な

関心が高まった状態

目

活

　　標

学習支援、部活

用

動、環境整備、登下校

を

指導など、全校合わせ

行

て5,651活動、ボ

っ

ランティア参加延べ人

た

数25,859
人の支

。

援が行われた。各小・

教

中学校において、学校

員

運営協議会を設置し、

用

協働の学校づくり推進

タ

協議会を２回
実　　績

ブ

計画どおり開催するこ

レ

とができた。

協働の学

ッ

校づくり推進協議会で

ト

のグループワーク等を

型

通して、それぞれの学

パ

校運営協議会の取組を

ソ

相互に確認
実績理由

す

コ

ることにより、様々な

ン

学校支援に生かされて

を

いると思われる。
学校

整

と地域が真のパートナ

備

ーとして効果的な連携

し

・協働を図ることがで

た

きるよう、学校運営協

こ

議会の協議内容
今 後

と

 の
を充実させるとと

で

もに、地域学校協働本

授

部との連携を強化する

業

。これにより、学校支

で

援ボランティア等の増

の

加
取組

を促進し、地域

方

活

住民と児童生徒が向き

用

合う機会の創出を図る

が

。

促進

指 標 名 単位
令

さ

和 4年度 令和 5年

れ

度 令和 6年度 令和 

た

7年度 ────
目 標

。

 値 計画
実績

教

　

職員が

指 標 名

担

単位
計画

目 標 値
実

う

績

べき業務

指 標 名 単位
計画

目

に

 標 値
実績

　

専念で
実　　績

きる環

針

境整備のため、サポー

0

トスタッフ及び部活動

6

指導員を計画数配置し

新

た。また、ＡＬＴにつ

し

いて外国語授
業のほか

い

、給食、体育、掃除等

時

の時間も活用し、児童

代

生徒がＡＬＴと触れ合

に

う時間の創出を図った

対

。

部活動指導に係る時

応

間外勤務が十分に減っ

し

ていないことが要因で

た

あるが、教職員の時間

教

外勤務は年々減少して

育

実績理由
いる。働き方

環

改革プラン推進による

境

ものと思われる。
小林

の

市教職員の働き方改革

整

プランに基づき、サポ

備

ートスタッフや部活動

と

指導員の配置、部活動

充

拠点校方式の活
今 後

実

 の
用、地域クラブ活

方

動の推進を継続して行

針

う。ＩＣＴ支援員の派

順

遣や操作講習会の実施

位

など教員がＩＣＴを活

－

用
取組

できるよう努め

(

る。ＡＬＴを派遣し、

１

外国語教育・国際理解

)

教育の充実を図る。

教員が

指 標 名 時間外勤務

児

が月80時間を超える

童

教職員の割合(単年度

生

) 単位 %
令和 4年度

徒

令和 5年度 令和 6

と

年度 令和 7年度 ──

じ

──
目 標 値 計画 0

っ

0 0 0
実績 3.80 2

く

1.70

りと

指 標 名 授業中に

向

ＩＣＴを活用して指導

き

する能力(単年度) 単

合

位 %
計画 70 75 80

え

85
目 標 値

実績 7

て

7.90 83.30 8

い

2.10

る状

指 標 名 児童生徒

態

がタブレット型パソコ

(

ンを活用できる能力(

２

単年度) 単位 %
計画 8

)

2.50 83 83.5

Ｉ

0 84
目 標 値

実績

Ｃ

92.20 93.08

Ｔ

94.01

や外

方　　針 07

国

キャリア教育の推進と

語

充実 方針順位 －
学校と

指

家庭・地域社会、産業

導

界等の連携・協働によ

助

り、小・中学校が一貫

手

したキャリア教育に取

を

り組んでいる
状態

目　

活

　標

学校と産業界等の

用

連携・協働によるキャ

し

リア教育推進体制の構

た

築を図った。キャリア

効

教育コーディネーター

果

の
活動により協力企業

的

数（登録社数）は12

な

9社となった。キャリ

学

ア教育コーディネータ

習

ーが、学校行事等にお

9



三松中職員室空調設備
改修工事、紙屋中分電盤改修工事等を実施した。台風10号で被災した西小林小北校舎及び東方小西校舎屋根防

実　　績
水改修工事を実施した。西小林小・三松小・小林中・西小

方

林中・細野中の屋外ト

　

イレ、永久津小女子ト

　

イレの
修繕を実施した

針

。小林市教育みらい検

0

討委員会から「小林市

9

立学校の在り方に関す

学

る提言書」が提出され

校

た。

児童生徒が利用す

教

る上で危険性の高いも

育

のから順次修繕や工事

施

を実施し、学校施設及

設

び学習環境の向上を図

の

っ
実績理由

た。小林市

整

教育みらい検討委員会

備

において、今後の学校

と

の在り方について検討

充

いただいた。
児童生徒

実

が安心・安全に学校生

方

活を送れるよう、老朽

針

化した学校施設の危険

順

箇所について、緊急を

位

要するもの
今 後 の

－

は工事等により随時対

学

応を図る。「小林市立

校

学校の在り方に関する

施

提言書」を基盤に、地

設

域住民や保護者、児
取

の

組
童生徒との意見交換

整

を行い、今後の学校の

備

在り方について、方針

が

を検討する。

行き

指 標

届

 名 単位
令和 4年度

い

令和 5年度 令和 6

た

年度 令和 7年度 ──

状

──
目 標 値 計画

実

態

績

目　　標

指 標 名 単位
計画

目

野

 標 値
実績

尻小昇降

指 標 名

口

単位
計画

目 標 値
実

棟

績

・小林中管理棟屋根防水改修工事、須木小・須木中渡り廊下改修工事、

10



　

年の活動に寄与できる

市

生涯学習講座を開催す

民

る。
取組

課　

指 標 名

商

生涯学習講座延べ参加

工

者数(単年度) 単位 人

観

令和 4年度 令和 5

光

年度 令和 6年度 令和

課

 7年度 ────
目 

　

標 値 計画 1,300

こ

1,350 1,400

ど

1,450
実績 1,6

も

09 2,183 2,4

課

56

関

指

連

 標 名 単位
計画

目 

課

標 値
実績

国庫支出

指 標 名 単

金

位
計画

目 標 値
実績

県支出金 地

方　　針 02 豊かな感

方

性を育む社会教育の推

債

進 方針順位 －
世代間交

そ

流や様々な職業体験に

の

より、子どもたちが健

他

全に育成されるととも

一

に、人との交わりの重

般

要性に気づ
き、将来の

財

夢の実現につないでい

源

ける状態
目　　標

市内

事

で行われた職業体験イ

業

ベントに参加した。

実

費

　　績

数多くの参加者

計

のもと、高い満足度を

（

得ることができた。
実

千

績理由

学校ではできな

円

い学びの機会について

）

、今後も市内企業や高

令

校、小林市キャリア教

和

育支援センター等との

 

連携
今 後 の

を更に

5

強化し、幅広い分野で

年

事業を提供する。
取組

度実績

指 標 名 職業体験

2

活動満足度(単年度)

,

単位 %
令和 4年度 令

1

和 5年度 令和 6年

2

度 令和 7年度 ───

8

─
目 標 値 計画 65

4

70 75 80
実績 87

,

.40 81.60 92

0

.30

88

指 標 名 単位
計画

目

2

 標 値
実績

6,30

指 標 名

0

単位
計画

目 標 値
実

6

績

3,165 153,397 249,078
令和 6年度実績 1,000 2,057 0 35,493 156,444 194,994

社会

令

教育施設を安心・安全

和

に利用できるよう整備

 

するとともに、施設の

6

老朽化等については、

年

小林市公共
施設個別施

度

設計画を基に対応する

　

。文化会館は、改修計

基

画に沿って改修を進め

本

ており、複合的な活用

施

も視
野に入れ市の中心

策

的な施設として機能拡

評

大を図る。
　また、０

価

歳から100歳までの

書

小林教育プランでは、

施

市民一人一人が学習活

策

動や地域活動等に喜び

の

を感じ
目標実現に向け

大

た 、生涯にわたり夢と

綱

希望をもつことができ

0

る「人づくり」を目指

3

している。生きがい学

ま

級、家庭教育学級
今後

な

の取組 、しあわせ学園

び

等の講座では、企業、

基

講師登録者やボランテ

本

ィア団体等の連携を強

施

化し、充実した事業の

策

提供を図る。放課後の

0

児童対策としては、ボ

2

ランティア人材の確保

生

・拡大を促進し、学校

涯

支援の強化を図
るとと

学

もに、児童の安心・安

習

全な生活を支援する。

を

　また、講座、教室、

推

イベント等については

進

、市民の元気、笑顔を

し

絶やさないように、開

、

催に向けあらゆ
る方法

文

を積極的に検討し、様

化

々な感染症対策を講じ

・

ながら実現を図る。

芸術

方　

を

　針 01 生涯学習の推

振

進と地域の教育力の向

興

上 方針順位 －
より多く

し

の市民が、学習活動や

ま

地域活動等に参加し、

す

喜びや幸せを感じる状

主

態

目　　標

生涯学習講

管

座、家庭教育学級、生

課

きがい学級、しあわせ

社

学園での学習活動を実

会

施した。多くの講座や

教

各学級等
での活動にお

育

いて、笑顔で市民が交

課

流する機会を提供した

学

。改めてこのような学

校

習の機会の重要性を感

教

じた。
実　　績

これま

育

での講師登録者の協力

課

や参加者の理解もあり

　

、参加者や講師の満足

ス

度を得ることができた

ポ

。また、新た
実績理由

ー

な講座の開設や内容の

ツ

充実を図るため、講師

振

を新規に依頼した。
今

興

後も健康維持・増進に

課

向けた講座や、人権に

　

対する意識の高揚、理

地

解を深めてもらうため

方

の講座等に積極的
今 

創

後 の
に取り組む。重

生

ねて、青年層の活動が

課

低迷しているので、青

11



ー

の促進を図る。
取組

ルサポ

指 標 名 図書館延べ

ー

入館者数(単年度) 単

ト

位 人
令和 4年度 令和

ボ

 5年度 令和 6年度

ラ

令和 7年度 ────

ン

目 標 値 計画 60,

テ

000 65,000 6

ィ

5,000 65,00

ア

0
実績 61,789 6

セ

2,379 58,05

ン

8

タ

指 

ー

標 名 単位
計画

目 標

（

 値
実績

ＫＳＳＶ

指 標 名 単位

Ｃ

計画
目 標 値

実績

）のサポ

方

ー

　　針 05 市民の心を

ト

豊かにする文化・芸術

の

の振興 方針順位 －
市民

も

が文化・芸術に関心を

と

持ち、各種公演や展示

、

会等へ積極的に参加す

地

る状態

目　　標

文化会

域

館における自主事業の

住

開催や、総合文化祭に

民

おける作品展示、芸能

の

祭、音楽祭を開催する

参

ことで、多く
の市民に

画

文化・芸術に触れる機

に

会を提供した。
実　　

よ

績

安価な入場料や、魅

目

力あるコンテンツで自

　

主事業を開催したもの

　

の、一部イベントにお

標

いて集客率アップにつ

り

実績理由
ながらないも

各

のがあった。
イベント

学

について市民の関心を

校

得られるような周知に

で

努め、芸能祭や音楽祭

の

についても出演者以外

学

の観客の獲
今 後 の

習

得に工夫しつつ、イベ

支

ントの開催内容につい

援

ても見直しを図る。
取

活

組

動等

指 標 名 文化会

の

館イベント集客率(自

諸

主文化事業)(単年度

活

) 単位 %
令和 4年度

動

令和 5年度 令和 6

が

年度 令和 7年度 ──

支

──
目 標 値 計画 6

援

0 65 70 75
実績 5

さ

1.70 65.80 6

れ

5.50

てい

指 標 名 単位
計画

る

目 標 値
実績

状態

学習

指 標 

支

名 単位
計画

目 標 値

援

実績

、部活動、環境整備、登下校指

方

導など、全校合わせて

　

5,651活動、ボラ

　

ンティア参加延べ人数

針

25,859
人の支援

0

が行われた。また、Ｋ

3

ＳＳＶＣと小林市キャ

放

リア教育支援センター

課

との連携を図り、広報

後

紙「てなむ
実　　績

」

子

を発行した。

ＫＳＳＶ

ど

Ｃ登録者については、

も

伸び悩んでいる。各学

教

校の登録ボランティア

室

の協力のもと、多岐に

と

わたる学校
実績理由

支

学

援が行われた。
ＫＳＳ

校

ＶＣ登録については学

支

校等を通じて新たな周

援

知の仕方を検討する必

の

要がある。
今 後 の

充

学校での学習支援強化

実

のため「にしもろまな

方

ばせ隊」などの広域的

針

ボランティア人材の活

順

用を積極的に検討し
取

位

組
、学校支援の強化や

－

、支援方法の在り方等

(

についても検討する。

１)余

指 標 名 ＫＳＳＶ

裕

Ｃ登録者数(累計) 単

教

位 人
令和 4年度 令和

室

 5年度 令和 6年度

や

令和 7年度 ────

公

目 標 値 計画 81 8

民

3 85 87
実績 84 8

館

3 84

等を

指 標 名 単位
計画

目

活

 標 値
実績

用し、放

指 標 名

課

単位
計画

目 標 値
実

後

績

の子ども

方　　針 04 読書

た

活動の充実 方針順位 －

ち

図書情報や図書に触れ

や

る機会を充実し、市民

地

が気軽に図書館を利用

域

できる状態

目　　標

市

住

立図書館読書まつりを

民

開催し、市民に対して

が

図書館の活動や読書の

、

楽しさ、大切さを周知

地

した。ブックスタ
ート

域

事業による絵本の配布

教

、読み聞かせ会や季節

育

のイベント開催による

に

読書活動の推進を図っ

参

た。
実　　績

電子図書

加

の普及や学校図書の充

で

実などにより入館者数

き

は減少したものの、読

る

み聞かせ会や季節のイ

状

ベント等に
実績理由

は

態

、多くの市民の方が参

(

加された。
入館者の増

２

加に向けて、各種イベ

)

ントの周知や図書館利

こ

用の利点等の周知に努

ば

める。施設や幼保育園

や

への訪問
今 後 の

や

し

職場等への団体貸出を

ス

実施し、本に触れる環

ク

境を提供し、読書活動

12



を

) 単位 人
令和 4年度

実

令和 5年度 令和 6

施

年度 令和 7年度 ──

す

──
目 標 値 計画 8

る

0,000 82,00

と

0 84,000 86,

と

000
実績 92,24

も

1 103,924 98

に

,742

、生

指 標 名 単位
計画

き

目 標 値
実績

がい学級

指 標 

で

名 単位
計画

目 標 値

の

実績

講座、各小中
学校への出前講座、二原遺跡公園のガイド、エヒメアヤメの保護活動周知などに取り組んだ。また、本年度も

実　　績
本城原第２遺跡の発掘調査事

方

業に取り組み、文化財

　

の保護に取り組んだ。

　

ガイド対応が困難な時

針

期があったことから、

0

目標値を達成できなか

6

ったが、エヒメアヤメ

郷

等、希少植物の保護
実

土

績理由
活動を周知する

の

企画展を実施したこと

誇

により、令和５年度よ

る

りは実績が上がった。

文

文化財マップ等を利用

化

しながら市民ツアーの

遺

開催や研修会などを実

産

施し、文化財や天然記

の

念物等の周知を広め
今

保

 後 の
る活動を推進

護

する。また、ガイドボ

と

ランティア協会の活動

活

の周知を図り、ガイド

用

利用者の増加を図る。

の

取組

推進

指 標 名 文化

方

財・観光ＤＭＯでガイ

針

ドを利用した人の数(

順

単年度) 単位 人
令和 

位

4年度 令和 5年度 令

－

和 6年度 令和 7年

文

度 ────
目 標 値

化

計画 2,750 2,8

財

00 2,850 2,9

や

00
実績 3,456 2

伝

,200 2,517

統文

指 標 

化

名 単位
計画

目 標 値

等

実績

が保護・

指 標 名 単位
計画

保

目 標 値
実績

存・継承

方　

さ

　針 07 社会教育施設

れ

の整備と充実 方針順位

た

－
教育・文化の拠点が

状

整備され、充実した生

態

涯学習の推進と文化・

目

芸術が振興されている

　

状態

目　　標

市民大学

　

や各種講座、コンサー

標

ト、ミニイベント等を

市

開催したことにより、

民

来館者数が増加した。

向

また、入館
者数が安定

け

して高い水準となって

の

おり、中心市街地の活

ガ

性化につながっている

イ

。
実　　績

市民大学や

ド

各種講座、コンサート

や

、ミニイベント等を開

生

催し、多数参加してい

涯

ただいた。
実績理由

生

学

涯学習講座等と連携し

習

、子育て環境の充実に

講

つながる事業の展開を

座

進める。また、豊かな

で

学び支援室を設置
今 

「

後 の
しキッズコーナ

ヒ

ーなどもリニューアル

ス

しながらさらに施設の

ト

利便性を高める。
取組

リア講

指 標 名 ＴＥＮＡ

座

ＭＵビル２階公共スペ

」

ース入館者数(単年度

13



　

市民が運動しやすい環

農

境整備に努めた。

運動

業

実施率については、運

振

動する時間がないこと

興

や昨今の異常気象によ

課

る猛暑等で運動実施を

　

控えたこと等が
実績理

商

由
計画より減となった

工

要因と考える。
健幸の

観

まちづくりの実現に向

光

けて、各種競技団体や

課

関係課と連携を図り、

　

イベントの実施やスポ

健

ーツ推進委員
今 後 

康

の
の派遣などを行い、

推

気軽にスポーツを親し

進

める機会の提供に努め

課

る。
取組

　企

指 標 名

画

運動実施率(単年度)

政

単位 %
令和 4年度 令

策

和 5年度 令和 6年

課

度 令和 7年度 ───

関

─
目 標 値 計画 49

連

52 56 60
実績 42

課

.90 50.10 43

国

.80

庫支

指 標 名 市民スポー

出

ツ祭総参加者数(単年

金

度) 単位 人
計画 2,2

県

00 2,300 2,4

支

00 2,500
目 標

出

 値
実績 2,492 2

金

,496 2,758

地方

指 標 

債

名 単位
計画

目 標 値

そ

実績

の他 一般

方　　針 02 競技

財

力の向上 方針順位 －
(

源

１)幼少期からスポー

事

ツに親しむ機会が創出

業

された状態
(２)指導

費

体制が充実した状態
目

計

　　標

キッズチャレン

（

ジオリンピックinこ

千

ばやしを開催し、幼少

円

期からスポーツに親し

）

むきっかけづくりを行

令

い、ス
ポーツ少年団加

和

入につなげた。また、

 

年間を通して全国・九

5

州大会等に出場した個

年

人、団体に出場費・宿

度

泊費
実　　績

を補助し

実

、競技力向上に努めた

績

。

スポーツ少年団加入

5

率は前年度に比べ微増

1

となったが、児童数の

0

減少や解散及び休止状

,

態となったスポーツ少

2

実績理由
年団のチーム

3

があったことから、計

5

画より減となった。
小

1

学校低学年と年長児を

1

対象としたスポーツ教

,

室（キッズチャレンジ

8

オリンピックinこば

0

やし）の内容を一部
今

5

 後 の
見直し、ニュ

4

ースポーツ等を取り入

7

れ、運動の楽しさとス

6

ポーツに親しむ機会を

,

創出する。引き続き、

2

競技力
取組

向上に努め

0

、全国・九州大会に出

0

場する個人・団体への

1

支援を行う。

37

指 標

,

 名 スポーツ少年団加

8

入率(単年度) 単位 %

0

令和 4年度 令和 5

9

年度 令和 6年度 令和

3

 7年度 ────
目 

3

標 値 計画 27.70

8

28.60 29.50

,

30
実績 25.85 2

8

5.50 25.70

78

指 標 

1

名 全国・九州大会出場

,

数(個人・団体)(単

4

年度) 単位
計画 35 3

7

7 39 40
目 標 値

4

実績 47 31 48

,9

指 標 名

2

単位
計画

目 標 値
実

7

績

令和 6年度実績 474,008 72,810 496,

令

800 131,066

和

396,849 1,5

 

71,533
スポーツ

6

推進計画に基づき、各

年

種事業として健幸こば

度

やし大運動会、こばや

　

し駅伝競走大会、こば

基

やし霧
島連山絶景マラ

本

ソン大会を開催する。

施

スポーツ推進委員や総

策

合型スポーツクラブと

評

の連携により、子ども

価

から大人までの生涯ス

書

ポーツの推進と充実を

施

図る。昨年度に引き続

策

き、各競技団体と連携

の

し、幼児から小
学校低

大

学年の子どもを対象に

綱

親子で参加できる競技

0

力向上事業(キッズチ

3

ャレンジオリンピック

ま

inこばや
目標実現に

な

向けた し)を実施する

び

。体育施設の老朽化等

基

に伴う課題については

本

、長寿命化計画に基づ

施

き対応を図る。令和６

策

今後の取組 年度におい

0

ては、須木地区体育館

3

の屋根改修工事を行っ

ス

た。令和９年に開催さ

ポ

れる「日本のひなた宮

ー

崎　
国スポ・障スポ」

ツ

に向けては、円滑な大

・

会運営が図られるよう

体

、実行委員会を中心に

づ

オール小林で強力に
進

く

めていく。学校給食に

り

ついては、引き続き安

を

心安全な給食の提供を

推

第一に実践し、地産地

進

消率の向上に
ついても

し

、地産地消推進員を中

ま

心に栄養教諭や関係団

す

体及び関係課との連携

主

を図る。健康食や郷土

管

食の料
理教室等を開催

課

する中で、各学校や地

ス

域と連携した食育の実

ポ

践に取り組む。

ーツ

方　　針

振

01 生涯スポーツの推

興

進 方針順位 －
(１)誰

課

もがいつでもスポーツ

学

ができる状態
(２)運

校

動・スポーツへの関心

教

が高まった状態
目　　

育

標
(３)健康維持のた

課

めの運動習慣が身に付

　

いた状態

健幸こばやし

社

大運動会スポレク20

会

24、こばやし駅伝競

教

走大会、キッズチャレ

育

ンジオリンピックin

課

こばやし、こ
ばやし霧

　

島連山絶景マラソン大

国

会を開催した。また、

ス

ガッツイ運動教室の開

ポ

催やニュースポーツの

・

体験等を行
実　　績

い

障

、運動・スポーツに親

ス

しむ環境作りに努めた

ポ

。さらに、老朽化する

推

社会体育施設の維持管

進

理及び計画的なＬ
ＥＤ

室

照明への交換を行い、

14



心

指 標 名 学校給食

し

における地産地消率(

て

野菜・果実)(単年度

利

) 単位 %
計画 37 38

用

39 40
目 標 値

実

で

績 57.74 49.9

き

9 45.77

るよ

指 標 名 単位

う

計画
目 標 値

実績

施
設管理を行った。健幸のまちづくり拠点施設整備については、管理運営ＷＧ会議や専門部会を設け、関係課と

実　　績
協議を行い、開設に向けた協議を行った。

修繕等の要望が

方

あった際に迅速な対応

　

を行い、安心して利用

　

できる環境整備に努め

針

た。
実績理由

施設の巡

0

回等を行い、利用者か

3

らの修繕依頼や要望に

ス

対し、必要に応じて対

ポ

応する。健幸のまちづ

ー

くり拠点施
今 後 の

ツ

設整備については、Ｗ

環

Ｇ会議や専門部会で協

境

議し、管理運営基本計

の

画の策定を行う。また

整

、新体育館建設に向
取

備

組
け、公共施設予約シ

と

ステムの導入や備品等

充

の整備も行う。

実 方

指 

針

標 名 単位
令和 4年

順

度 令和 5年度 令和 

位

6年度 令和 7年度 ─

－

───
目 標 値 計画

安

実績

心、安全

指 標 名 単位
計画

に

目 標 値
実績

スポーツ

指 標 

が

名 単位
計画

目 標 値

で

実績

きる状態

方　　針 04 食

目

育の推進と充実 方針順

　

位 －
食を通じて健康な

　

生活が維持できる状態

標

目　　標

衛生管理など

定

を徹底し、安全で安心

期

な食材を使用した学校

的

給食を提供した。学校

な

給食を通じて、食べる

施

ことの
大切さなどを伝

設

えた。
実　　績

農業体

点

験実施学校数について

検

は、計画を上回る７校

を

で実施した。学校給食

市

における地産地消率に

ス

ついては、行
実績理由

ポ

政や事業所等からの食

ー

材提供もあり、計画を

ツ

上回った。
農業体験に

協

ついては、未実施の中

会

学校への周知を図りな

に

がら、実施校を増やし

委

ていく。学校給食にお

託

ける地産
今 後 の

地

し

消率については、行政

修

や事業者等からの食材

繕

提供を積極的に受け入

等

れ、また、引き続き３

が

つの学校給食セン
取組

必

ターにおいて毎月16

要

日を「こばやし地産地

な

消の日」とし、地産地

場

消に取り組む。

合は

指 

修

標 名 農業体験実施学

繕

校数(単年度) 単位 校

等

令和 4年度 令和 5

を

年度 令和 6年度 令和

行

 7年度 ────
目 

い

標 値 計画 4 5 6 7
実

、

績 4 6 7

安
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知見の活用（地教行法第26条第２項の規定による） 

 令和６年度の小林市教育委員会の「教育に関する事務の管理や執行の状況に関する点検·

評価報告書」を確認した結果、幅広い内容の事業を計画的に遂行していると評価することが

できる。その成果については、事業ごとの成果には差異がみられるものの、全体としては順

調に計画通りの成果を挙げていると捉えることができる。以下に、基本政策ごとに事業内容

の成果を整理する。 

「教育委員会の活動」に関して、多様な会議開催地の設定や、会議内容のＷｅｂ上での周

知といった広報面での工夫、自由な意見交換を促す雰囲気づくりや、研修会への参加による

自己研鑽など、運営面でも多面的な取組がなされている点が評価できる。一方で、市民の教

育行政に対する関心の実態把握については課題があると考えられる。今後は、市民が積極的

に関与できる、開かれた教育行政の推進に向けた更なる取組が求められる。 

「学校教育の充実」に関しては、教育支援ファイルの活用をはじめとする幼保小連携の強

化や、産業界との連携によるキャリア教育の推進など、特色ある取組が成果を挙げている点

は高く評価できる。一方で、目標値が設定されている事業のうち目標を下回る指標が５つあ

る。特に、「小林市の小・中学校で子どもを学ばせたいと感じる市民の割合」が５割強にと

どまっている点については、要因分析と具体的な対策の検討が不可欠である。なお、この要

因は多岐にわたると推察され、学校教育の範疇にとどまらないことから、部局横断的な視点

に基づく検討が求められる。義務教育への魅力や期待の低下は、地域の衰退にも直結する重

要な課題であるとの認識のもと真摯に対応することを期待する。 

「生涯学習の推進」については、市民にとって魅力ある生涯学習講座の企画・運営がなさ

れ、参加者数が期待値を大きく上回っている点は高く評価できる。特に「ＴＥＮＡＭＵ交流

スペース」の活用は、今後の更なる充実が期待される。その際には、定住人口のニーズへの

対応に加え、関係人口の増加を視野に入れた取組も必要である。また、幅広い年齢層に向け

て小林市の魅力を発信する取組も求められる。いずれにせよ、人生100年時代と言われる現

代社会において、社会教育の在り方に関する不断の議論と挑戦が必要である。 

「スポーツ・体づくりの推進」については、スポーツが盛んであり、自然に恵まれた小林

市の特徴を生かした取組が継続されている点が評価できる。令和９年に宮崎県で開催される

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向けて、市民・県民の関心を更に高めるため

にも、これらの取組を継続するとともに、新たな活動への着手が望まれる。スポーツを通じ

て幸福で豊かな生活を実現することは、すべての人々に保障されるべき権利の一つであると

言われている。また、スポーツは「する・観る・支える」といった多様な関与の仕方を通じ

て、生涯にわたり参加可能な活動であるとも言われている。「生涯学習」の視点も踏まえつ

つ、スポーツを通じたウェルビーイングの向上を図っていただきたい。 

以上のように、小林市教育委員会では円滑かつ適正な教育行政が推進されており、今後も

さまざまな工夫を重ねながら、地域の特性を生かして、あらゆる世代に資する事業展開がな

されることを強く期待する。
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